
講義内容/テーマ 実施月日

きずきの森の現状

1)きずきの森ー現状の生態学的把握 服部保 兵庫県立大学名誉教授

2)里山放置林の重要性と管理

3)植物群落別の生態学的特性

植生調査

1)植生調査実習（林床と草原） 服部保 兵庫県立大学名誉教授

2)植生調査結果の分析と考察 栃本大介 神戸女学院大学

3)植生管理の方向づけ 上田萌子
大阪公立大学生命環境科学研究科准教

授

作業の基本

1)保全作業の安全性の担保（服装、装備、用具の使い方等）

2)伐採実習

草原管理、チガヤの民俗学的、文化的側面

1)草原の分類と各草原の特色

2)草原管理の方向

3)チガヤ草原の歴史・文学・民俗（ちまき、とま、ちのわ、ちまきうま）

植物の基礎的知識ー植物の生理、植物と昆虫との関わり

1)植物についての基礎知識

2)植物と昆虫との関係

きずきの森の地形、地質と防災

1)きずきの森から周辺地域の地形、地質の成り立ち

2)現地学習（地形、地質、土地利用、問題点）

きずきの森の生き物ー目立たない生物について

1)生息する種とその生活環境、ライフサイクル

2)セトウチサンショウウオについて

3)土中環境ー土壌微生物とその働き

防災を考えた森づくり

1)防災の観点から見たきずきの森とその周辺

2)防災を考慮した管理と整備

3)生物多様性を考慮した水環境の整備

植生管理の基本的方向

1)植生管理のまとめ

2)現状の保全整備活動の発表

3)きずきの森の将来像とその整備（ディスカッション）

「北雲雀きずきの森」の人材育成講座ー生物多様性を考えた保全整備のあり方

講師

1 5月12日

上田萌子
大阪公立大学生命環境科学研究科准教

授

9 兵庫県立大学名誉教授 1月19日

2 5月26日

5 7月21日

NPO法人ひょうご森の俱楽部 6月16日

4 服部保

3 福田正

7 大沼弘一
兵庫県自然保護協会理事、調査部長・神

戸支部長

6

8 山瀬啓太郎
兵庫県立農林水産技術総合センター森林

林業技術センター管理研究者
12月8日

兵庫県立人と自然の博物館研究員　加藤茂弘

11月10日

10月20日

服部保　　

～貴重な「まち山」を次世代へ～

兵庫県立大学名誉教授 6月30日

飯島　昌 NPO法人野生生物を調査研究する会


